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《H26年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》

４．財源内訳

（単位:千円）

　うつ病や認知症など精神医療に対する需要は高まっている。今後もこの傾向は続くと見
込まれる。
　引き続き、収入の確保と費用の削減に努めながら、地域が必要とする医療サービスを提
供することにより、患者とその家族をサポートする。

上段:収益的収支予算　  下段:資本的収支予算

事 業 説 明 書

新規 課所名  市立大曲病院　管理課

(施策の大綱)  保健・医療の充実 (施策)  地域医療体制の充実 (基本事業)  医療機能の強化　

【事 業 名】 市立大曲病院事業

【説明項目】 市立大曲病院事業会計について

収益的収支 【27年度】 889,790千円 【26年度】 886,363千円 3,427千円

資本的収支 【27年度】 98,397千円 【26年度】 119,405千円 ▲ 21,008千円

889,790 653,369 236,421

≪目的≫　市民の健康保持に必要な医療を提供する。
　　　　　精神症状を呈する患者に対し適切で良質な医療の提供を行い、安定した療養生活の継続や
　　　　自立・社会復帰を支援する。
　　　　　　　標榜科目：精神科、神経科、（内科）
　　　　　　　病床数：１２０床（一般精神病棟７０床、認知症病棟５０床）
≪目標≫　入院及び外来診療の実施（年間取扱患者数）
　　　・入院・・・・・・・・４０，９９２人（１日あたり１１２人）
　　　　　　一般精神病棟・・２４，５２２人（１日あたり　６７人）
　　　　　　認知症病棟・・・１６，４７０人（１日あたり　４５人）
　　　・外来・・・・・・・・１５，３００人
　　　　　　外来・・・・・・１４，５８０人（１日あたり６０人、２４３日）
　　　　　　訪問看護・・・・・・・７２０人（１日あたり４～５人、週３日）

　地域の中で、精神疾患の患者さん、認知症の患者さんに入院及び外来医療を提供する。入院について
は、在院日数の縮減に努めながら、新規の入院を受け入れる。外来については、外来診療に加え、訪問看
護、物忘れ電話相談など、在宅支援サービスに努める。
　【収益的収支予算】
　　　病院事業収益　 　　　８８９，７９０千円
　　　 　医業収益　　　　　６４７，２８２千円（うち入院 566,531千円、外来 77,055千円）
　　　　 医業外収益　　　　２４２，５０８千円（うち一般会計負担金 236,421千円）
   　 病院事業費用　 　　　８８９，７９０千円
　　　　 医業費用　　　  　８５０，８４７千円
　　　　 医業外費用　　　  　３７，４４３千円
      　 予備費　　　　　 　 　１，５００千円
　【資本的収支予算】
    　資本的収入　　　　　　　　　　　 ０千円
　　　資本的支出　　　　　 　９８，３９７千円
　　　　　　　　　　　（収入額が支出額に不足する額は、過年度損益勘定留保資金で補てん）

　大仙市及び周辺地域にとって必要な医療機関となっており、今後も地域ニーズに沿った医療サービスの
提供に努める。入院医療については、総合病院と老人介護施設との中間に位置する病院として、関係機関
との連絡を密にし患者の受入を行う。外来医療については、在宅支援の観点から訪問看護・指導の拡充な
ど、さらなるサービスの向上を目指す。
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